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[1] 変数分離形の例 その１ 
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∫ ∫

　　ここで は定数とする

　　　左辺の変数は のみ、右辺の変数はのみ

  

 
[2] 変数分離形の例 その２ 
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∫ ∫

　　ここで は定数とする

　　左辺の変数は のみ、右辺の変数はのみ

　　ここで とする
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さらに位置を求めたい場合は

を解けばよい。これも変数分離形にできる。

 

 



[3] 線形微分方程式の例 その１ （[2]は線形微分方程式でもある。） 
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まず の解（一般解）を求める

と仮定して代入すると

もし であればこの式はどのについても成立。すなわち が一般解。

特殊解を求めるのは必ずしも容易ではないが、今の場合は が解になることはわかる。

従って、元の微分方程式の解は一般解と特殊解を足した
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での速度を とすると より ときまる

結局

 

 
[4] 線形微分方程式 その２ この例は変数分離形にはできないケース 
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とおいて代入すると

従って であれば常に成り立つ。 =

で の場合は（２階微分方程式なので初期条件は２個必要）
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